
本　　　社：〒453-0801　名古屋市中村区太閤 4 - 4 - 9　 TEL 052-451-8221㈹    FAX 052-451-8225
ＩＲＣ東京：〒101-0023　東京都千代田区神田松永町 7　TEL 03-3255-3461㈹    FAX 03-3255-3463

■体　　裁：Ａ４判／４６４頁
■定　　価：５８，０００ 円

（価格は税別、送料込み）

　弊社では1995年5月に「三菱電機グループの実態'95年版」を上梓し、幸いにも関係各方面からご好評をい
ただいてまいりました。
　このたび、6年振りの改訂版として刊行する運びとなりました「三菱電機グループの実態2001年版」では、
98年度の大幅赤字から一転、戦略事業拡大への積極策を推進することによって、2000年度に連結売上高4兆
2,000億円以上、営業利益1,600億円以上、当期利益850億円以上、ＲＯＥ10%以上という中期計画を1年前
倒しでほぼ達成した三菱電機グループの21世紀戦略を多角的に解明致しております。
　本書では、情報・通信・映像のシステム技術を融合させた“Open Digital Network”を核としたトータルソ
リューション事業を拡大し、デジタル時代を支えるシステムLSI事業の一層の強化を図っている三菱電機とグ
ループ・系列企業、これらを支える協力企業約５２０社の動向を生産・販売・購買・研究開発・海外戦略な
ど様々な角度から分析し、明らかにしており、営業・企画・調査など幅広い分野で活用できるよう編集して
います。貴社にて是非ご利用ください。

発 刊 に あ た り

《 内 容 見 本 》「三菱電機グループの実態2001 年版」より

事業構造改革が功を奏し、
４００億円の赤字から過去最高水準の黒字へと華麗な転身を遂げた三菱電機！

その２１世紀戦略を協力会社５２０社の動向とともに解明！

好評受付
中！ 2001年6月５日発刊

三菱電機グループの実態 2001年版
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名　業　企 況　状　入　納

クッテ映情立日 器機ムテスシ雨微イエ－ンョジシレプ菱三

所作製上氷 他板光電金料載搭スバ－所作製機電月指、オィデーオーカ－所作製田三

所作製沢広 品部ーターヒンァフ－所作製馬群

ンコジフ ムテスシ業産・力電）納直（ ( 崎長・戸神 ) ムテスシ通交・電変統系・ ( 戸神・崎尼 ) 稲、所業事
作製路姫・山福・屋古名・馬群・岡静・ムテスシ熱冷・川津中・山郡・機信通・沢　　　　
所作製ムテスシ熱冷・田飯所作製川津中、部業事括統信通動移・ムテスシ信通、所　　　　

盤子端－部材資、場工岡福・児可所作製屋古名・崎長　　　　
盤子端－業工化理田島）接間（

クソジフ チッイス－明照機電菱三、所作製馬群・岡静・川津中・沢稲）納直（
気電井大てじ通を誠三、測計子電本日東、チッイス－所作製倉鎌てじ通を機電森小）接間（

チッイス－業工化理田島てじ通をンサーョリ、チッイス－　　　　

ロクイマジフ ターモＣＤ型小－器機ムーホ機電菱三）納直（
ターモＣＤ型小－所作製田三てじ通を所作製グンリプス藤加）接間（

ードフ 料材形成－鐵建本日、機電菱光、所作製路姫・山福・屋古名）納直（
　　群・岡静、部業事括統信通動移、所業事ムテスシ業産・力電てじ通をーダルモ）接間（
三、機電神甲、ズムテスシルアュジビ機電菱三ＣＥＮ、場工岡福、所作製田三・馬　　　　

料材形成－器機ムーホ機電菱三、明照機電菱　　　　

モリプ トンメレエクイマけ向話電帯携－部業事括統信通動移てじ通を売販リプ）接間（

科電ジフ ルーシクッチメーハ－所作製倉鎌

機電スンリプ プンラ光蛍－明照機電菱三

ルェウロフ 製脂樹素ッフ－業工化理田島、場工条西部括統業事ＩＳＬムテスシてじ通を店理代）接間（
手継　　　　

スクッミラセ士富 動振クッミラセ電圧－器機ムーホ機電菱三、学化子電菱湘、子電菱湘、所作製路姫・倉鎌
品製用応クッミラセ電圧－ンョジシレプ菱三、子

金合辰福 所業事ムテスシ通交・電変統系 ( 崎尼 ) 他品部用器断遮－機電洋東、

所作工山福 配受、板基子電種各、器測計・器計、ーカーレブ－グンリアニジンエ機電菱三、所作製山福
盤電配－部業事ムテスシ電
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）屋建／地敷（ 地在所 員業従

）名（ 目　品　産　生

場　工　本　熊　
（ 170,923 ／ 191,58 ）

〒 168 － 7911 町志合西郡地菊県本熊　
志代御　　　　　　　　　　　　　 799

電 690 － 242 － 8885
679

MARD46 産月（ 003 、）個万 MARD821
同（ 001 、）個万 MARDM652 同（ 51 万

速高、）個 MARD リモメュシッラフ、
同（ 005 ／個万 M23 メュシッラフ、）算換

、ドーカリモ MARD 、ルーュジモ MARe 、
、ンコイマ SOM 、スイバデーワパ系 CISA

術技リブンセア
ータンセ　　　
）場工一第・旧（

〒 268 － 2008 削弓町田竜市本熊　 027
電 690 － 242 － 8885

場　工　条　西　
（ 900,031 ／ 628,111 ）

〒 397 － 1058 ちうひ市条西県媛愛　 8－6
電 7980 － 55 － 1181 881,1 ムテスシ ISL 、 MARS 、 CISA 、 MARD

場　工　知　高　
（ 851,58 ／ 944,05 ）

〒 187 － 2335 町美我香郡美香県知高　
子王徳　　　　　　　　　　　　　 321

電 7880 － 45 － 1115
563

ンコイマ
力能産月（ 000,5 、）個万 CISA 、 MARS 、
ムテスシ幹基 ISL

所業事丹伊北　
（ 271,801 ／ 742,001 ）

〒 466 － 1468 原瑞市丹伊県庫兵　 4－1
電 7270 － 28 － 1315 030,2

スイバデ用話電帯携
（ DCP ・N－ AMDC ・ MSG ・W－ AMDC 向
け APH （スイバデ波周高、） SBD 用機信受

音雑低 TMEH 用載車、 CTE 信受送 CIMM
増ーバイァフ光（スイバデ用信通光、）他

用幅 PF(DL － DL 、 BFD － )DL 処報情光、）
（スイバデ用理 DVD － MAR 用 DL 、 DC －R

／ WR 用 DL 模規産月（子素光、） 001 万
同（スイバデ波周高／話電帯携、）個 003

）個万

所業事岡福　
（ 795,881 ／ 345,58 ）

〒 198 － 2058 東宿今区西市岡福　
　　　　　　　　　　　 1－1－1

電 290 － 508 － 2103

272,1

SOM ーワパ系 TEFSOM ・ TBGI ーポイバ、
スィデの等クッアイラト・タスリイサ系ラ

、ルーュジモーワパ、トーリク MPI 電（
用力電・鉄 VH － MPI 用車動自、 VEH

－ MPI 用業産、 MPISA ）

・トスンバドア
イレプスィデ　　　
〒 168 － 7911 町志合西郡地菊県本熊　

志代御　　　　　　　　　　　　　 799
ンコリシスァフルモア TET 式方 DCL

社会式株ーシーピーェジ　

会
社
概
要

］社　　本［ 宮鷺区野中都京東 5-5-2 　〒　　　　　　 561 － 2300 　電　　　　　 30 － 0333 － 3280
］金本資［ 　 000,4 　　　　円万 　］者表代［　 治　雅　田　吉 ］数総員業従［　　　 　 56 名　
］行銀引取［ 行銀業勧一第 ( 宮鷺 ) 行銀菱三京東、 ( 方野 ) 行銀友住井三、 ( 橋村中、口東宿新 )
］品製要主［ 産生のターバンコＣＤ／ＣＤ、タルィフＣＬ、スンラトスルパ、ンイライレィデ
］比成構［ ンイライレィデ %04 スンラトスルパ、 %04 タルィフＣＬ、 %01 他ターバンコＣＤ／ＣＤ、 %01

販

売

体

制

］績　　　業［ 　　　　　 99 　年 6 　期月 = 　　　 107 経（円万百 31 （率経）円万百 %9.1 ）

］先引取要主［

（気電井大、機電菱三）先入納（ %01 クダロプトスャキドーロブーニソ、ーニソ、）強
機電興大、気電沖野長、気電沖、プールグＣＥＮ、ＣＥＮ、業工信通下松、器電下松、ツ

業工学光スパンリオ、線無本日、立日、芝東、プールグ通士富、通士富、所作製
工研技岡静、機信通藤伊、電誘陽太、ンキート、所作製田村、ＫＤＴ、ラセ京）先入仕（

業

のへ菱三
品部入納

ＣＬ、ンイライレィデ、スンラトスルパ－所作製機信通、スンラトスルパ－所作製屋古名
ーバンコＣＤ／ＣＤ、ンイライレィデ－所作製倉鎌、ターバンコＣＤ／ＣＤ、タルィフ

スンラトスルパ、ンイライレィデ－気電井大、スンラトスルパ、タ

生
宮鷺区野中都京東＝場工社本　 5-5-2 〒　　　　　 561 － 2300 　電　　　　　 30 － 0333 － 3280

足千貫竹町殿古郡川白東県島福＝場工島福　 1 〒　 879 － 5038 　電　　　　　 7420 － 35 － 1752



◆第Ⅰ部では、三菱電機および主要な生産子会社に関して、生産・販売体制、購買動向、研究開
発・海外進出状況、資本・人事交流の動向などを明らかにするとともに、主だった提携状況につい
ても、OEM／生産委託（Ⅱ－3）、販売提携（Ⅳ－2）、技術提携／共同開発（Ⅴ－2）の各項目に
分けて掲載しています。
◆第Ⅱ部では、事業本部別に組織と体制、生産拠点、事業戦略などを明らかにしています。
◆第Ⅲ部では、三菱電機とその系列メーカー各社に対して、製品・半製品・モジュール・部品を納
入している約520社のメーカーについて、会社概要・事業所・取引先・事業展開などを明らかにし
ています。

［ 目 　 次 ］
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〈ＩＲＣ行 オーダーフォーム〉 ◎弊社では見計いによる販売も行っております。通信欄に必要事項をご記入ください。

会   社   名：

住          所：〒

電          話：

購 入 部 課：

担当者（氏名）：

通信（見計い希望など）：

Ｆ ａ ｘ：

※フリーダイヤルFaxをご使用になれない場合は、Fax 052-451-8246 をダイヤルしてください。また、電話による受付けも行っております。

フリー
ダイヤル

営業部

0 5 2 - 4 5 1 - 8 2 2 1 ㈹
0 3 - 3 2 5 5 - 3 4 6 1 ㈹電　話FAX  0120 - 020 - 472
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◆ 申 込 方 法

三菱電機グループの実態 2001年版

〈　キ　リ　ト　リ　〉

※１ヶ月間の無料見本誌送付を希望　［　　　　　］

○チェック自動車産業レポート

■当社の定価および予約価格（発刊までの代金前納に限る）は、消費税別、送料込み価格です。但し、海外への発送費はお客様負担となります。
◎封筒に貼付してあります顧客ラベルで、住所・担当者変更等がございましたら、このオーダーフォームに新旧をご記入の上、ご連絡ください。
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　　Ⅰ－4　組織
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